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２．ワークショップの内容 

進行日程 
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駅西交流拠点について 
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① カフェでしたい「こと」を大枠で書き出し 

グループワーク 

１グループ３～４人 

※ 同伴のお子さんは任意参加 

※ 人数調整のためＣグループに駅周辺整備推進課の職員を配置 
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② したいことを実現するために必要な「もの」「人」などを書き出し 



６ 

 

 

  

③ 意見をカテゴリ別に分類し、キーワードを書く 
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④ 必要な「もの」に３段階で優先順位づけ 
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⑤ カフェをどのように使いたいかイメージを描く 
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３．グループ発表の内容 
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Ａ．ショートケーキグループ 
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Ｂ．コーヒーグループ 
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Ｃ．クリームドリンクグループ 
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４．参加者アンケートの結果 
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 今回のワークショップでは、どのグループからも「ゆっくりしたい」

「おしゃべりがしたい」、「エリア区別」「仕切り」など、リラックス

できる空間や子どもと大人・話をしたい人と静かに過ごしたい人などで

空間を分けてほしいとの意見が上がった。「読書」「仕事」「リフレッ

シュ」、「おもちゃ」「遊び場」などの意見も多く上がったことから、

親子が一緒に過ごすだけでなく、親と子がそれぞれ自分の時間を持てる

サービスを求めていることがうかがえる。 

 カフェの雰囲気としては、「オープン」「テラス席」「愛想のいい店

員」など、公園と一体化した明るく誰もが訪れやすい環境が求められて

いる。 

 また、カフェや公園を訪れるきっかけ・目的となる「講座」「ワーク

ショップ」などの開催を求める意見もあり、第１回ワークショップや庁

内外の検討委員会等でも多く上げられていることから、市民が重視して

いることの一つと言える。 

 カフェでのワークショップ開催という新たな試みについては、参加者

全員から肯定的な意見をいただいた。会場がカフェだから参加した、気

軽に話し合えたという声から、多くの意見を引き出すためには会場選び

や雰囲気づくりが重要であると考えられる。 

 敷地面積や整備方針において導入が難しい意見もあるが、安全対策や

利便性の向上を前提として市民に寄り添った整備を進めていく。 

 今後、今回上げられた意見を基に市内子育て世代を対象としたアンケ

ートを実施し、駅西交流拠点整備等に反映させる。 
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